
令和７年度
岩手県障がい者相談支援従事者

初任者研修

受講ガイダンス



この動画は
相談支援従事者初任者研修のガイダンスです。

サービス管理責任者等基礎研修受講の方は
この動画の視聴は必要ありません。

＜はじめに＞



次第

１ ガイダンスの目的

２ 相談支援従事者研修等について

３ 初任者研修 全体の流れについて

４ 相談支援専門員について



１ ガイダンスの目的



ガイダンスの目的

１ 研修体系と初任者研修の全体像を知ったうえで、

研修に臨む

→研修の獲得目標などを把握し、研修に臨む姿勢をつくる

２ 学びはこれだけでは終わらない。

初任者研修は始まりである。

→相談支援の仕事は、障がいのある人の人生という旅に

ご本人のかたわらについて伴走するような役割。

初任研は、自己研鑽を続けていく道のスタート地点。



２ 相談支援従事者研修等

について



令和７年度相談支援従事者研修指導者養成研修 PG01重要事項の説明 資料より
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令和７年度相談支援従事者研修指導者養成研修 PG01重要事項の説明 資料より転載



令和７年度相談支援従事者研修指導者養成研修 PG01重要事項の説明 資料より転載



令和3年度サービス管理責任者・児童発達管理責任者指導者養成研修会（ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ） PG01重要事項の説明 資料より転載
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３ 初任者研修

全体の流れについて



① 地域を基盤としたソーシャルワークとしての

障害者相談支援の価値と知識を理解する

② 基本相談支援の理論と実際を理解し、

障害者ケアマネジメントのスキルを獲得する

③ 計画相談支援の実施に関する実務を理解し

 一連の業務ができる

④ 地域づくりとその核となる

（自立支援）協議会の役割と機能を理解する

中央法規 相談支援従事者研修テキスト初任者研修編 研修受講ガイダンス より抜粋
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※この図は国が示しているモデルです。岩手県では、こちらを基本に、一部順序等を変更して行っています



日
程

時間 科目 内容

１日目
講義
1日目分

６/３０（月）
～

７/１１（金）

の期間中に
Webで聴講
↓
レポート作成

障害児者の地域支援と相談支
援従事者（サービス管理責任
者・児童発達支援管理責任者）
の役割に関する講義

相談支援（障害児者支援の目的）

相談支援の基本的視点（障害児者支
援の基本的視点）

相談支援に必要な技術

相談支援におけるケアマネジメ
ントの手法に関する講義

相談支援におけるケアマネジメントの手
法とプロセス

２日目
講義
2日目分

相談支援における家族支援と地域資
源の活用への視点

障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律及び児童福祉の概要並びに
サービス提供のプロセスに関す
る講義

障がい者総合支援法等の理念・現状と
サービス提供プロセス及びその他関連
する法律等に関する理解

障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律および児童
福祉法における相談支援（サービス提
供）の基本

インターバル
実習① 相談支援の基礎技術に関する実習

地域資源に関する情報収集

アセスメント・計画作成の実践
（事前課題の作成）
地域自立支援協議会への参加

令和７年度 岩手県障がい者相談支援従事者初任者研修カリキュラム

講義レポート、事前課題①～⑦作成



日程 時間 科目 内容

３日目
演習
1日目

７/２４
(木）

9：30～
17：00

相談支援の実際
（ケアマネジメント手法を用いた
相談支援プロセスの具体的理
解）

相談受付及び初期相談並びに契約

アセスメント（事前評価）及び
ニーズ把握

４日目
演習
2日目

７/２５
（金）

9：30～
17：00

目標の設定と計画作成

評価及び終結

実習ガイダンス

インターバル
実習②

相談支援の基礎技術に関する実習
地域資源に関する情報取収集

アセスメント・計画作成の実践
（事前課題の見直し）
地域自立支援協議会への参加

令和７年度 岩手県障がい者相談支援従事者初任者研修カリキュラム

演習初日に
講義レポート（１部）

事前課題①～⑦（２部）持参

事前課題①～⑤を見直し
（次の演習時に使用します）



日程 時間 科目 内容

5日目
実践研究
1日目

８/７
（木）

9：30～
1６：３0

実践研究①

実践研究・実践例の共有と相互理解
（ケア会議）

6日目
実践研究
2日目

８/８
（金）

9：30～
17：00

実践研究②

インターバル
実習③

相談支援の基礎技術に関する実習
地域資源に関する情報収集

事前課題の見直し
（GSV事例報告書・地域調査票）

実践研究③ 実践例の共有と相互評価
（グループスーパービジョン等）

７日目
実践研究
３日目

８/２９
（金）

9：30～
17：00 研修のまとめ、講評

研修全体の振り返り

令和７年度 岩手県障がい者相談支援従事者初任者研修カリキュラム
事前課題①～⑤を７～８部持参
（演習時にグループで使用します）

事前課題⑥⑦の見直し・修正

事前課題⑥⑦を７～８部持参
（演習時にグループで使用します）



４ 事前課題・実習について



事前課題

・課題① 事例の概要

・課題② サービス等利用計画案 別紙１ 申請者の現状（基本情報）

・課題③ 私の希望するくらし［Ｂシート］

・課題④ サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案

・課題⑤ サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案

【週間計画表】

・課題⑥ グループスーパービジョン（GSV）事例報告書

・課題⑦ 地域調査票



事前課題①



事前課題②



事前課題③



事前課題④



事前課題⑤



事前課題⑥



事前課題⑦



表紙



配信期間内に講義動画を視聴し
講義レポートに気づいたこと等を
まとめてください。

→ 7/24に１部 持参・提出。

事前課題（表紙、①～⑥）は2部持参のこと。

（7/24に講義レポート・事前課題を持参しない場合は
演習への参加をお断りします。）



５ 相談支援専門員について



相談支援とは・・・？

・障がいのある人の相談支援とはどんな仕事か？

・何を目指し、何を大事にしている仕事か？

・相談支援専門員の役割（ミッション）とは？

→これらを考えるために、
相談支援の価値を学ぶ必要がある



相談支援専門員に必要とされるコンピテンシー

（コンピテンシー…優れた成果を創出する個人の能力・行動特性）

＜価値＞ 仕事に臨む上での指針となるものの見方・とらえ方

＜知識＞ 障がいのあるひとの生活の実際や留意点、地域資源、

法制度などに関すること

＜技術＞ ケアマネジメント、相談面接技術、記録技術など



相談支援専門員の
人材育成体系と継続的な学びの必要性

・初任者研修は相談支援専門員の玄関口である

（初任者研修は出発点であり、ゴールではない）

・相談支援専門員の人材育成体系は、

法定研修とその他のスキルアップ研修、実地教育（OJT）からなる

・相談支援の熟達化にゴールはなく、継続的な学びが必要

中央法規 相談支援従事者研修テキスト初任者研修編 研修受講ガイダンス より抜粋
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